
平成 30 年度 （一社）愛知県鍼灸師会 公益活動報告  

 

・２０１８スペシャルオリンピックス日本 夏季ナショナルゲーム・愛知 

 鍼灸ボランティア活動 （報告者 2 名） 

 

・平成 30 年度 愛西市健康祭り鍼灸ボランティア活動 

 

・第 38 回 全日本歯科医師テニス大会 スポーツ鍼灸トレーナー活動 

 

 



 



 





 

 



 



平成 27 年度 （一社）愛知県鍼灸師会公益活動報告 

 

・志學館大学レスリング部鍼灸治療  

 

 平成 27 年 4 月 15 日 

(一社)愛知県鍼灸師会 

至学館（旧中京女子）大学レスリング部鍼灸治療報告 

一般社団法人愛知県鍼灸師会常任理事 

組織部長児山俊浩 

 

 

平成 27 年 4 月 2 日（木）、（一社）愛知県鍼灸師会として長谷川会長と私で、至学館（旧中

京女子）大学女子レスリング部の鍼灸治療に行ってきました。至学館大学レスリング部とは、

世界的にみても名門中の名門校で、オリンピック選手や格闘家を数多く輩出している大学

です。全国からトップレベルの選手達が集まり、緊張感のある中、厳しい練習を行っていま

した。 

日々の激しい練習、トレーニングそして、レスリングの競技特性により多くの選手がスポー

ツ外傷、障害に見舞われていました。打撲、脛骨疲労骨折、シンスプリント、バーナー症候

群、後十字靭帯切断後の疼痛、腰痛、股関節痛、肩関節痛、足背部痛等々があり、かなり体

を酷使していることがわかりました。 

全日本チャンピオンの鍼灸治療が終わり、怖々みていた他の選手に、「痛くないから１本だ

けうってみたら」と会長が話しかけたところ、最初の一人が「じゃぁ１本だけ」と手を出し

てきたので鍼を１本だけ打ちました。鍼を打たれた瞬間「ほんとだ、痛くない！」とビック

リしていました。そうなると、他の選手達も「じゃぁ私も」「私も」と次々に鍼の体験をし

ていきました。痛くないことが分かると、俄然鍼灸治療に興味が出てきたのか、「実は膝が

痛いんですけど鍼で治りますか？」、「私は腰が痛いんですが・・・」「ジャンプすると足首

が痛いんです。」と、次から次へと質問をされ、その後、実際に鍼灸治療をしていくことに

なりました。最終的には、会長と共に 8 名の選手に鍼灸治療をさせていただき、殆どの選手



が、痛みが無くなり、鍼治療にて可動域が広がること、そして、炎症を軽減させる効果があ

ることを、身を以て感じていただけた様でした。 

選手の皆さんは、皆礼儀正しく明るいすばらしい選手ばかりで、私たちもとても楽しく治療

をする事ができました。2 日後の土日に京都で大会があり、高 3～大学 1、2 年生のカテゴ

リーにて、4 名優勝できたとの事、私たちもとても嬉しく思いました。 

今後も定期的に治療に伺うと共に、大会前あるいは大会帯同等、選手のために、鍼灸治療に

よるサポートができればと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成 27 年度（一社）愛知県鍼灸師会 公益活動報告 

 

・平成 27 年愛西市健康祭り鍼灸ボランティア活動 （報告者 2 名） 

 

「愛西市健康まつりに参加して」 

（一社）愛知県鍼灸師会会員（入会 2 年目） 

勤務鍼灸師 藤田 由佳理 

 

愛西市健康まつりに、鍼灸師として今回参加させて頂いて、まず驚いた事は健康まつりの 

規模の大きさと来場者の方の多さでした。そしてさらに驚いた事はその中で 160 名程の方

が鍼灸や東洋医学に関心や興味を持って来て下さった事でした。 

様々な健康の悩みを相談しに来てくれた方や、純粋に鍼やお灸とはどんなモノかと実際に

体験をしてくださった方々、はたまた小児はりのリピーターのお子さんたち。皆さん色々な

角度から鍼灸に近付いて来てくれて、鍼灸師の 1 人としてとても嬉しく思いました。 

まだまだ鍼灸の素晴らしさが多くの方に伝わらない現状が、愛西市の健康まつりをきっ

かけに少しずつでも広がって行く様に、これからも今回のような活動を行いたいと思いま

した。これらも皆さんの健康のそばにある鍼灸治療でありたいと再認識したと同時に、とて

も貴重な体験をさせて頂き関係者各位の皆様に感謝を送りたいと思います。ありがとうご

ざいました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「愛西市健康まつり 参加報告書」 

 

（一社）愛知県鍼灸師会理事 杉原由美子 

 

１１月 1 日、愛西市健康まつりに於いて、（一社）愛知県鍼灸師会として「東洋医学コーナ

ー」を設置し健康まつりに参加協力してきました。お天気も良く沢山の人が訪れ、秋晴れの

１日を楽しんでみえました。 「東洋医学コーナー」には、168 名の方が来場され、１１名

のスタッフが大忙しでした。アンケートの結果は、男性４３名、女性１１４名、不明１名、

未回収が１０名でした。年代別では下記のような結果でした。 

 

来場された方の主訴は、腰痛、肩こりが多く、その他には膝の痛み、耳鼻科疾患、40 肩な

どでした。来場者からの質問として、「鍼はどんな病気に効くのか？」「痛みはないのか？」

「傷跡が残らないのか？」など、素朴な疑問が多く、それら一つ一つの疑問に対して、協力

いただいた鍼灸師の皆さんが丁寧にご説明をしたところ、鍼灸治療の体験後は、「痛くない。」

「楽になった。」「鍼灸って不思議ですね。」という声が多く、殆どの方が満足して帰られま

した。今回の活動を通じて、啓発活動の必要性をあらためて感じました。 

 

 



平成 26 年度 （一社）愛知県鍼灸師会 公益活動報告 

 

・平成 26 年愛西市健康祭り鍼灸ボランティア活動 

 

平成 26 年愛西市健康まつり報告書 

報告者：杉原由美子 

11 月 2 日（日）午前 9 時から午後 2 時まで愛西市の「愛西市佐屋保健センター」にて「愛 

西市健康まつり」が開催されました。当日は、前日までの雨も上がり、沢山の人が会場を訪 

れました。愛知県鍼灸専門師会も、鍼灸や小児はりを、より多くの人に知ってもらい、皆さ

んの健康に役立ててもらう目的で「東洋医学コーナー」を開設し参加協力しました。具体的

には「東洋医学相談コーナー」「鍼灸治療体験コーナー」を設け、愛知県鍼灸専門師会の鍼

灸師９名が、１７３名の相談や鍼灸体験治療を行いました。１７３名の内、小児はりを体験

した子供達は４０名でした。初めて体験された人たちはそろって「あれ、もう打ったの」と

か「鍼ってぜんぜん痛くないんですね。」と口を揃え、他の人たちにも「一回、打ってもら

ったら、ほんと痛くないよ」と進めてみえました。鍼が痛くないこと、鍼に対する怖さを払

拭出来たこと、参加者みんな喜んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成 25 年度 （一社）愛知県鍼灸師会 公益活動報告 

 

・平成 25 年愛西市健康祭り鍼灸ボランティア活動 

 

平成 25 年度 愛西市健康まつり報告書 

平成 25 年 11 月 3 日、愛西市佐織保健センターにて開催されました「愛西市健康まつり」

に愛西市より「東洋医学コーナー」を開設して欲しいとの要請があり、愛知県鍼灸専門師 

会より、11 名の先生方にご協力をいただいて、参加してきました。 

体験された方は 150 人丁度でした。そのうち小児はりを体験された子どもさんは 45 人でし 

た。まだ詳しく分析はしていませんが、受付表によりますと、一番人数の多かったのは 70 

歳台ですが、60 歳以下の若い年齢層の人が、60 歳以上の人を上回り、特に目立つのは 30 歳

台の若いひとが、70 歳台の人に次いで多いことでした。働きざかりの人の疲労からくる疾

病に対するニーズがかなりあるものと思われます。いろいろもっと分析すれば、いろんな事

象を示唆してくれると思いました。それと、やはり、鍼に対する恐怖を持っている人が多く

体験していただくと痛くない事に驚いていました。このような啓発活動の必要性をあらた

めて感じました 。 

ご協力いただいた先生方は、長谷川栄一先生、池田 達先生、鈴木浩司先生、小楠英晃先生、

石原祥雄先生、光川千鶴子先生、高橋日出子先生、石井美恵子先生、国光ゆかり先生、長谷

川聡先生、それと杉原です。ご協力感謝します。 

文責 愛西市担当 杉原由美子 

 



 

 

「愛西市健康祭りの鍼灸ボランティア活動に参加して」 

やよい鍼灸院 石井美恵子 

 

11 月 3 日（日）に愛西市の健康まつりが、愛西市佐織町の佐織保健センターで開催されま

した。愛知県鍼灸専門師会では東洋医学コーナーを開設し、鍼灸の啓発活動をました。私も、

そのスタッフの一員として 始めて参加してみました。 

 

愛西市の杉原先生や長谷川会長を中心として、１１名の先生方が参加されました。受付で

簡単な問診とアンケートを取り、今回は、対症療法として体の気になるところに鍼灸治療

（主に鍼）を体験して頂きました。初めての方も数多くいらして、“鍼は怖い。”と言ってみ

えた方が、体験後は、“鍼って痛くないんですね、これなら大丈夫だわ”と言われ、ホッとし

ました。また、今回は小児はりを体験されるお子さんがたくさんいらして、子どもさん達は

興味津々で鍼を体験していました。最初はどんなことされるのかと不安げだった子どもさ

んが、鍼を体験するとくすぐったがり、最後にはにこにこの笑顔をして帰って行かれるのは、

見ていてもとても楽しかったです。 



他には、体験治療にいらした方々と話をしていると“うちの子は昔、小児はりをよくやっ

たよ”“病気になったら鍼医者によく連れて行ったから、今は大きくなったけど体 

は丈夫で健康だ”と言われ小児鍼の大切さも感じました。 

私は、普段、自分の治療院ではゆったりとしたペースで治療をしているので、すが、ここで

は次から次へと患者さんがみえ、短時間で鍼治療をし、なおかつ満足して帰っていただくと

いうような休む暇もない状態で、終わるころにはへとへとになっていました。 

 

初めてこのようなお手伝いに参加させて頂き、他の先生方の治療の仕方も見せて頂くこ

ともできましたし、交流を持てたことも大変良かったと思います。また、長谷川会長が、始

まる前に「今日は十分に楽しんでいって下さい。」と話されてみえましたが、確かに、大変

ではありましたが本当に楽しい一日でした。 

今回準備などで大変お世話になりました杉原先生、長谷川会長には感謝しています。 

ありがとうございました。 

 

   



平成 23 年度 （一社）愛知県鍼灸師会 公益活動報告 

 

・平成 23 年愛西市健康祭り鍼灸ボランティア活動 

 

 

『 愛西市健康祭りにて、１０５名が鍼灸を体験 』 

報告者：杉原由美子 

 

平成 23 年 11 月 6 日（日）午前 9 時～午後３時まで、愛西市保健センターにて、「愛西市

健康祭り」が開催されました。愛知県鍼灸専門師会から、11 名の会員が参加協力をし、101 

名の方に鍼灸の体験をしていただきました。時折、小雨のふる、あいにくのお天気で、いつ

もの年に比べ、来場者はやや少なめでしたが、鍼灸体験者は 6９名で、小児はり体験者は 36 

名でした。年齢層は 30 歳代～50 歳までの比較的若い層が多く、主訴としては、肩こり、

冷えを訴える方が多く、高齢者では腰痛を訴えられる方が多く見受けられました。 

 

 



健康相談コーナーでは、より深く問診や脈診を行い、局所治療よりも原因治療（本治法）

の重要性を説明しました。単なる肩こり、腰痛のみでなく、様々な病気に鍼灸の効果がある

ことに驚いてみえる方もありました。初めて体験された方は、はりが痛くないことに、驚い

てみえました。「以前から、鍼灸治療はいろいろな病気に効果があると言うことを聞き、一

度受けたいと思ってはいたが、どこに行けば良いのか判らなかった。」と言う声も多く聞か

れました。このように、鍼灸に対する期待は高まっているのですが、疾病治療をする鍼灸専

門治療院は、まだまだ一般に認識されてないようです。このことは、我々、鍼灸師の責任で

もあるとあらためて思いました。これからも、地道にこのような啓発活動を続けていくこと

が重要であると再認識しました。 


